
(57)【要約】

　【課題】　本発明の目的は、検体中の被測定物質以外

の物質による非特異的な反応を抑制し、且つ自動分析装

置においてアルカリ性の洗浄液を使用する場合であって

も装置内の詰まりを防止できる被測定物質測定方法及び

免疫測定用試薬を提供する。

【解決手段】　本発明は、洗浄液を用いる自動分析装置

において検体に含まれる被測定物質を測定する被測定物

質測定方法であって、亜鉛イオン存在下で被測定物質と

被測定物質に対応する抗体又は抗原との抗原抗体反応を

生じさせ、その抗原抗体反応によって生じる濁度変化又

は散乱光変化に基づいて被測定物質を測定する被測定物

質測定方法を提供する。また、洗浄液による洗浄を実施

可能な自動分析装置用の免疫測定用試薬であって、被測

定物質に対応する抗体又は抗原及と亜鉛イオンとを含有

する免疫測定用試薬を提供する。

【選択図】　　　　図１１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
洗 浄 液 を 用 い る 自 動 分 析 装 置 に お い て 検 体 に 含 ま れ る 被 測 定 物 質 を 測 定 す る 被 測 定 物 質 測
定 方 法 で あ っ て 、 亜 鉛 イ オ ン 存 在 下 で 被 測 定 物 質 と 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 と
の 抗 原 抗 体 反 応 を 生 じ さ せ 、 そ の 抗 原 抗 体 反 応 に よ っ て 生 じ る 濁 度 変 化 又 は 散 乱 光 変 化 に
基 づ い て 被 測 定 物 質 を 測 定 す る 被 測 定 物 質 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 自 動 分 析 装 置 が 前 記 抗 原 抗 体 反 応 を 行 わ せ る た め の 反 応 容 器 を 備 え て お り 、 前 記 洗 浄
液 が 反 応 容 器 を 洗 浄 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 被 測 定 物 質 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 洗 浄 液 が ア ル カ リ 性 で あ る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 被 測 定 物 質 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
洗 浄 液 に よ る 洗 浄 を 実 施 可 能 な 自 動 分 析 装 置 用 の 免 疫 測 定 用 試 薬 で あ っ て 、 被 測 定 物 質 に
対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 及 と 亜 鉛 イ オ ン と を 含 有 す る 免 疫 測 定 用 試 薬 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 洗 浄 液 が ア ル カ リ 性 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 免 疫 測 定 用 試 薬 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 免 疫 測 定 用 試 薬 が 第 一 試 薬 と 第 二 試 薬 か ら な り 、 前 記 第 一 試 薬 が 亜 鉛 イ オ ン を 含 有 し
、 前 記 第 二 試 薬 が 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 を 含 有 す る 請 求 項 ４ 又 は 請 求 項 ５ に
記 載 の 免 疫 測 定 用 試 薬 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 一 試 薬 が 、 さ ら に 、 増 感 剤 を 含 有 す る 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 免 疫 測
定 用 試 薬 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 一 試 薬 が 、 さ ら に 、 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る 請 求 項 ４ ～ ７ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の 免 疫 測 定 用 試 薬 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 一 試 薬 が 、 さ ら に 、 還 元 剤 を 含 有 す る 請 求 項 ４ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 免 疫 測
定 用 試 薬 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 被 測 定 物 質 が C反 応 性 タ ン パ ク 質 （ CRP） で あ る 請 求 項 ４ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
免 疫 測 定 用 試 薬 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 洗 浄 液 を 用 い る 自 動 分 析 装 置 に お い て 検 体 に 含 ま れ る 被 測 定 物 質 を 測 定 す る
被 測 定 物 質 測 定 方 法 及 び 免 疫 測 定 用 試 薬 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 臨 床 検 査 な ど の 分 野 で は 、 検 体 に 含 ま れ る 被 測 定 物 質 を 測 定 す る 方 法 と し て 、 被 測 定 物
質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 と 被 測 定 物 質 と の 抗 原 抗 体 反 応 に よ り 生 じ る 濁 度 変 化 又 は 散 乱
光 変 化 を 検 出 す る こ と に よ り 、 検 体 に 含 ま れ る 被 測 定 物 質 を 測 定 す る 免 疫 測 定 法 が 知 ら れ
て い る 。 こ の よ う な 免 疫 測 定 法 と し て は 、 免 疫 比 濁 法 や 免 疫 比 ろ う 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 の よ う な 免 疫 測 定 法 に お い て は 、 測 定 用 試 料 中 に 含 ま れ る 被 測 定 物 質 以 外 の 物 質 に
よ り 非 特 異 的 な 反 応 が 起 こ る 場 合 が あ る 。 そ し て 、 こ の 非 特 異 的 な 反 応 に よ り 、 測 定 用 試
料 の 濁 り が 生 じ 、 被 測 定 物 質 の 正 確 な 測 定 が 妨 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 非 特 異 的 な 反 応 を 抑 制 し て 被 測 定 物 質 を 測 定 す る 方 法 と し て 、 ２ 価 の 金 属 イ オ ン を 含 有
す る 試 薬 を 用 い る 方 法 が 知 ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 ベ リ リ ウ ム イ オ ン 、 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン 、 ス ト ロ ン チ ウ ム イ オ ン 、 バ
リ ウ ム イ オ ン 、 鉄 イ オ ン 、 亜 鉛 イ オ ン 、 カ ド ミ ウ ム イ オ ン な ど の ２ 価 金 属 イ オ ン の １ つ 又
は ２ つ 以 上 を 0.0001～ 1.0Mの 濃 度 で 含 有 す る 試 薬 を 用 い る こ と で 、 非 特 異 的 な 反 応 を 抑 制
し て 被 測 定 物 質 を 測 定 す る 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン を 含 有 す る 試 薬 を 用 い る こ と で 、 非 特 異 的
な 反 応 を 抑 制 し て 被 測 定 物 質 を 測 定 す る 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 、 前 記 の よ う な 免 疫 測 定 法 を 実 施 す る 自 動 分 析 装 置 が 知 ら れ て い る 。 こ
の よ う な 自 動 分 析 装 置 に は 、 検 体 や 試 薬 を 送 液 す る 流 路 や 検 体 と 試 薬 が 混 合 さ れ る 反 応 容
器 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら 流 路 や 反 応 容 器 な ど の 洗 浄 に ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 が 使 用 さ れ
る 場 合 が あ る 。 そ し て 、 ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 が 使 用 さ れ る 自 動 分 析 装 置 に お い て 、 例 え ば
、 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン を 含 む 試 薬 を 用 い る と 、 洗 浄 後 の 洗 浄 液 や 測 定 終 了 後 の 各 種 試 料 や
試 薬 と い っ た 廃 液 が 流 れ る 部 分 に お い て マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン に よ る 析 出 物 が 生 成 さ れ 、 装
置 内 に 詰 ま り が 生 じ る と い う 問 題 が 発 生 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ６ － ２ ５ ５ ５
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ８ － ２ １ １ ０ ５ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 検 体 中 の 被 測 定 物 質 以 外 の 物 質 に よ る 非 特 異 的 な 反 応 を 抑 制 し 、 且 つ
自 動 分 析 装 置 に お い て ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 を 使 用 す る 場 合 で あ っ て も 装 置 内 の 詰 ま り を 防
止 で き る 被 測 定 物 質 測 定 方 法 及 び 免 疫 測 定 用 試 薬 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 課 題 に 鑑 み 本 発 明 は 、 洗 浄 液 を 用 い る 自 動 分 析 装 置 に お い て 検 体 に 含 ま れ る 被 測
定 物 質 を 測 定 す る 被 測 定 物 質 測 定 方 法 で あ っ て 、 亜 鉛 イ オ ン 存 在 下 で 被 測 定 物 質 と 被 測 定
物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 と の 抗 原 抗 体 反 応 を 生 じ さ せ 、 そ の 抗 原 抗 体 反 応 に よ っ て 生
じ る 濁 度 変 化 又 は 散 乱 光 変 化 に 基 づ い て 被 測 定 物 質 を 測 定 す る 被 測 定 物 質 測 定 方 法 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 洗 浄 液 に よ る 洗 浄 を 実 施 可 能 な 自 動 分 析 装 置 用 の 免 疫 測 定 用 試 薬 で あ
っ て 、 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 及 と 亜 鉛 イ オ ン と を 含 有 す る 免 疫 測 定 用 試 薬 を
提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 免 疫 測 定 に お い て 本 発 明 の 被 測 定 物 質 測 定 方 法 又 は 免 疫 測 定 用 試 薬 を 用 い る こ と に よ り
、 検 体 中 の 被 測 定 物 質 以 外 の 物 質 に よ る 非 特 異 的 な 反 応 を 抑 制 し 、 且 つ 自 動 分 析 装 置 に お
い て ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 が 用 い ら れ た 場 合 で も 装 置 内 の 詰 ま り を 防 止 す る こ と が 可 能 で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 と 被 測 定 物 質 と の
抗 原 抗 体 反 応 に よ り 生 じ る 濁 度 変 化 又 は 散 乱 光 変 化 に 基 づ い て 検 体 に 含 ま れ る 被 測 定 物 質
を 測 定 す る 免 疫 測 定 方 法 を 実 施 す る 自 動 分 析 装 置 に 用 い ら れ る 免 疫 測 定 用 試 薬 で あ る 。 前
記 の よ う な 免 疫 測 定 方 法 と し て は 、 免 疫 比 濁 法 や 免 疫 比 ろ う 法 が 挙 げ ら れ る 。 さ ら に 、 被
測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 を 感 作 し た 担 体 粒 子 を 用 い る 免 疫 比 濁 法 や 免 疫 比 ろ う 法
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が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 自 動 分 析 装 置 の 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。 自 動 分 析 装 置 １ に は 、 検 体 を セ ッ ト す
る 検 体 セ ッ ト 部 ２ 、 試 薬 を セ ッ ト す る 試 薬 セ ッ ト 部 ３ 、 洗 浄 液 を セ ッ ト す る 洗 浄 液 セ ッ ト
部 ４ 、 洗 浄 液 を 用 い て 洗 浄 す る 洗 浄 機 構 ５ 、 検 体 や 試 薬 を 分 注 す る 分 注 機 構 ６ 、 検 体 と 試
薬 が 混 合 さ れ る 反 応 容 器 ７ 、 反 応 容 器 ７ が セ ッ ト さ れ る 反 応 部 ８ 、 測 定 機 構 ９ 、 全 体 を 制
御 す る コ ン ピ ュ ー タ ー １ ０ 等 が 設 け ら れ て お り 、 さ ら に 、 検 体 、 試 薬 や 廃 液 な ど の 各 種 液
体 が 流 れ る 流 路 が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 反 応 容 器 ７ と は 、 検 体 や 試 薬 が 分 注 さ れ た り
、 そ れ ぞ れ が 混 合 さ れ た り 、 測 定 用 試 料 が 調 製 さ れ た り す る と こ ろ で あ る 。 そ し て 、 前 記
反 応 容 器 ７ や 流 路 な ど の 洗 浄 に は 、 ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 が 使 用 さ れ る 場 合 が 多 い 。 ア ル カ
リ 性 の 洗 浄 液 と し て は 、 一 般 的 に pH8以 上 の 洗 浄 液 が 用 い ら れ て お り 、 例 え ば 、 日 立 株 式
会 社 製 　 ハ イ ア ル カ リ -Dや HITERGENT、 東 芝 株 式 社 製 　 Bianch 14が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 非 特 異 的 な 反 応 を 抑 制 し 、 且 つ 自 動 分 析 装 置 に お い て ア ル カ リ 性 の
洗 浄 液 が 用 い ら れ た 場 合 で も 装 置 内 の 詰 ま り を 防 止 す る た め に 、 亜 鉛 イ オ ン を 含 有 す る 。
こ こ で 、 非 特 異 的 な 反 応 と は 、 抗 原 抗 体 反 応 以 外 の 反 応 の こ と で あ り 、 測 定 用 試 料 中 に 含
ま れ る 被 測 定 物 質 以 外 の 物 質 に 起 因 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 非 特 異 的 な 反 応
が 起 こ る と 、 測 定 用 試 料 に 濁 り が 生 じ 、 被 測 定 物 質 の 正 確 な 測 定 が 妨 げ ら れ る 。 本 実 施 形
態 の 免 疫 測 定 用 試 薬 に よ り 影 響 が 抑 制 さ れ る 非 特 異 的 な 反 応 の 原 因 物 質 と し て は 、 特 に 限
定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン な ど の 凝 固 因 子 が 挙 げ ら れ る 。 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ
ン な ど の 凝 固 因 子 は 、 血 清 に は 含 ま れ ず 、 血 漿 に 含 ま れ る の で 、 血 漿 に 特 有 の 非 特 異 的 な
反 応 の 原 因 物 質 と な る 。 こ の 血 漿 に 特 有 の 非 特 異 的 な 反 応 の 原 因 物 質 に よ り 、 血 清 を 用 い
た 場 合 の 測 定 値 と 血 漿 を 用 い た 場 合 の 測 定 値 と の 間 に 乖 離 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。 そ
の よ う な 場 合 、 本 実 施 形 態 の 免 疫 測 定 用 試 薬 を 用 い る こ と に よ り 、 前 記 の 問 題 を 解 決 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 血 清 を 調 製 す る 際 に 凝 固 因 子 を 完 全 に 排 除 す る こ と が で き ず 、 凝 固
因 子 の 一 部 が 血 清 中 に 残 る 場 合 が あ る 。 そ の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 本 実 施 形 態 の 免 疫 測
定 用 試 薬 を 用 い る こ と に よ り 、 血 清 中 に 残 っ た 凝 固 因 子 の 影 響 を 排 除 し 、 正 確 な 測 定 を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 免 疫 測 定 用 試 薬 に 含 ま れ る 亜 鉛 イ オ ン と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え
ば 塩 化 亜 鉛 や 硫 酸 亜 鉛 等 の 化 合 物 由 来 の 亜 鉛 イ オ ン が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 免 疫 測 定 用 試 薬
は 、 前 記 化 合 物 を 水 や 緩 衝 液 な ど 適 当 な 液 体 に 溶 解 さ せ た も の で あ っ て も よ い 。 前 記 緩 衝
液 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば ヘ ペ ス 緩 衝 液 、 ト リ ス 緩 衝 液 、 リ ン 酸 緩 衝 液 な ど が
挙 げ ら れ る 。 ま た 、 免 疫 測 定 用 試 薬 の ｐ Hと し て は 、 抗 原 抗 体 反 応 を 抑 制 し な い 範 囲 で あ
れ ば 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ｐ H 4～ 10が 好 ま し く 、 ｐ H 6～ 8が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 さ ら に 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 を 含 有 す る 。 こ こ で 、 被
測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 と は 、 被 測 定 物 質 が タ ン パ ク 質 、 酵 素 、 ホ ル モ ン の 場 合
は こ れ ら に 対 す る 抗 体 を 表 し 、 被 測 定 物 質 が 抗 体 で あ れ ば そ の 抗 原 を 表 す 。 被 測 定 物 質 に
対 す る 抗 体 又 は 抗 原 は 天 然 の も の を 用 い て も よ い し 、 被 測 定 物 質 か ら 公 知 の 方 法 に よ り 得
ら れ る も の を 用 い て も よ い 。 該 抗 体 又 は 抗 原 は 、 複 数 の 抗 体 又 は 抗 原 か ら な る も の で の よ
く 、 抗 体 又 は 抗 原 を 限 定 分 解 し た も の あ る い は 蛋 白 修 飾 し た も の で も よ い 。 さ ら に 、 該 抗
体 又 は 抗 原 を 担 体 粒 子 に 感 作 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 例 え ば 測 定 項 目 が C反 応 性 タ ン パ ク
質 （ CRP） で あ れ ば 、 抗 CRP抗 体 を 担 体 粒 子 に 感 作 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 よ り 高 い 感 度 を 得 る た め に 増 感 剤 を 含 有 し て も よ い 。 増 感 剤 と し て
は 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 デ キ ス ト ラ ン 等 の 水 溶 性 高 分 子 が
挙 げ ら れ る 。 ま た 、 増 感 剤 と し て 用 い る ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル の 分 子 量 と し て は 、 1000
～ 70000が 好 ま し く 、 5000～ 30000が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 亜 鉛 イ オ ン 以 外 の 非 特 異 的 な 反 応 を 抑 制 す る 物 質 を 、 亜 鉛 イ オ ン と
共 に 含 有 し て も よ い 。 例 え ば 、 脂 質 タ ン パ ク 質 に よ る 非 特 異 的 な 反 応 を 抑 制 す る 物 質 と し
て 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が 挙 げ ら れ る 。 こ の よ う な 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 の 中 で も ポ リ オ
キ シ エ チ レ ン 系 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が 好 ま し く 、 こ の よ う な も の と し て は 、 例 え ば ポ リ
オ キ シ エ チ レ ン ラ ウ リ ル エ ー テ ル 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ポ リ プ ロ ピ レ ン ラ ウ リ ル エ ー テ ル
、 オ ク チ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル 、 ノ ニ ル フ ェ ニ ル エ ー テ ル な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 リ ウ マ チ 因 子 に よ る 非 特 異 的 な 反 応 を 抑 制 す る 物 質 と し て は 還 元 剤 が 挙 げ ら れ る
。 還 元 剤 と し て は 、 例 え ば 、 チ オ ー ル 化 合 物 、 チ オ ー ル 尿 素 誘 導 体 、 ホ ス フ ィ ン 誘 導 体 な
ど が 挙 げ ら れ る 。 具 体 的 に は 、 α － チ オ グ リ セ ロ ー ル 、 ２ － メ ル カ プ ト エ チ ル ア ミ ン 塩 酸
塩 、 臭 化 ２ － ア ミ ノ エ チ ル イ ソ チ オ ウ ロ ニ ウ ム 臭 化 水 素 酸 塩 、 ト リ ス （ ２ － カ ル ボ キ シ エ
チ ル ） ホ ス フ ィ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 安 定 化 剤 、 防 腐 剤 、 そ の 他 こ の 分 野 で 用 い ら れ る も の は 、
試 薬 な ど の 安 定 性 を 阻 害 し た り 、 抗 原 抗 体 反 応 を 阻 害 し た り し な い も の で あ れ ば 特 に 限 定
さ れ る こ と な く 含 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 亜 鉛 イ オ ン を 含 む 第 一 試 薬 と 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 を
含 む 第 二 試 薬 と か ら 構 成 さ れ る も の で も よ い 。 な お 、 非 特 異 的 な 反 応 の 影 響 を 効 果 的 に 低
減 す る 観 点 か ら 、 ま ず 検 体 と 亜 鉛 イ オ ン を 含 む 第 一 試 薬 と を 混 合 し て 非 特 異 的 な 反 応 を 抑
制 し 、 そ の 混 合 液 に 抗 体 又 は 抗 原 を 含 む 第 二 試 薬 を 混 合 し て 測 定 用 試 料 を 調 製 す る こ と 望
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 や 還 元 剤 と い っ た 亜 鉛 イ オ ン 以 外 の 非 特 異 的 な 反 応 を
抑 制 す る 物 質 に つ い て は 、 非 特 異 的 な 反 応 の 影 響 を 効 果 的 に 低 減 す る 観 点 か ら 、 亜 鉛 イ オ
ン を 含 む 第 一 試 薬 に 共 に 含 有 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 増 感 剤 に つ い て は 、 第 一 試 薬 及 び 第 二 試 薬 い ず れ に 含 有 さ せ て も よ い 。 ま
た 、 前 記 安 定 化 剤 や 防 腐 剤 な ど に つ い て は 、 各 物 質 の 作 用 効 果 な ど に 応 じ て 第 一 試 薬 又 は
第 二 試 薬 に 含 有 さ せ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 免 疫 測 定 用 試 薬 が 前 記 第 一 試 薬 と 前 記 第 二 試 薬 と か ら 構 成 さ れ 、 検 体 15μ L、 第
一 試 薬 250μ L、 第 二 試 薬 50μ Lを 混 合 し て 測 定 用 試 料 を 調 製 す る 場 合 、 免 疫 測 定 用 試 薬 に
含 ま れ る 亜 鉛 イ オ ン の 濃 度 は 、 好 ま し く は 0.2～ 50mMで あ り 、 よ り 好 ま し く は 1～ 10mMで あ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 亜 鉛 イ オ ン の 濃 度 は 、 免 疫 測 定 用 試 薬 が 前 記 第 一 試 薬 と 前 記 第 二 試 薬 と か ら
な り 、 検 体 15μ L、 第 一 試 薬 250μ L、 第 二 試 薬 50μ Lを 混 合 し て 測 定 用 試 料 を 調 製 す る 場 合
の 濃 度 を 記 載 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 検 体 と 各 試 薬 の 混 合 割 合 が 異 な る 場 合 、 免 疫
測 定 用 試 薬 に 含 ま れ る 亜 鉛 イ オ ン の 濃 度 は 、 試 薬 と 検 体 と を 混 合 し た 後 の 亜 鉛 イ オ ン の 最
終 濃 度 が 上 記 の 場 合 と 同 様 の 範 囲 と な る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 一 つ の 試 薬 に 亜 鉛 イ オ ン 及 び 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又
は 抗 原 が 共 に 含 有 さ れ る も の で も よ い 。 こ の 場 合 、 免 疫 測 定 用 試 薬 に 含 ま れ る 亜 鉛 イ オ ン
の 濃 度 は 、 試 薬 と 検 体 と を 混 合 し た 後 の 亜 鉛 イ オ ン の 最 終 濃 度 が 上 記 の 場 合 と 同 様 の 範 囲
と な る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 検 体 と し て は 、 例 え ば 血 漿 、 血 清 、 尿 な ど の 体 液 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 免 疫 測 定 用 試 薬
に よ っ て 測 定 可 能 な 検 体 中 の 被 測 定 物 質 と し て は 、 上 記 の よ う な 免 疫 測 定 法 に お い て 測 定
可 能 な 被 測 定 物 質 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 免 疫 グ ロ ブ リ ン （ IgG、 IgA、 IgM
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、 IgD、 IgE） 、 補 体 （ C3、 C4、 C5、 C1q） 、 C反 応 性 タ ン パ ク 質 （ CRP） 、 α 1-ア ン チ ト リ
プ シ ン 、 α 1-マ イ ク ロ グ ロ ブ リ ン 、 β 2-マ イ ク ロ グ ロ ブ リ ン 、 ハ プ ト グ ロ ブ リ ン 、 ト ラ ン
ス フ ェ リ ン 、 セ ル ロ プ ラ ス ミ ン 、 フ ェ リ チ ン 、 ア ル ブ ミ ン 、 ヘ モ グ ロ ビ ン A1、 ヘ モ グ ロ ビ
ン A1C、 ミ オ グ ロ ビ ン 、 ミ オ シ ン 、 デ ュ パ ン -2、 α -フ ェ ト プ ロ テ イ ン （ AFP） 、 組 織 ポ リ
ペ プ チ ド 抗 原 （ TPA） 、 ア ポ リ ポ 蛋 白 A1、 ア ポ リ ポ 蛋 白 E、 リ ウ マ チ 因 子 、 抗 ス ト レ プ ト リ
ジ ン O（ ASO） 、 ア ン チ ト ロ ン ビ ン -III（ AT-III） 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 検 体 と し て 血 漿 を 使 用 し 、 亜 鉛 イ オ ン の 濃 度 が 異 な る ６ 種 類 の 免 疫 測 定 用 試 薬 を 用 い て
、 亜 鉛 イ オ ン の 添 加 に よ る 非 特 異 的 な 反 応 の 抑 制 効 果 を 検 証 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 R1試 薬 と R2試 薬 よ り 構 成 さ れ る 。 R1試 薬 と し て は 、 塩 化 亜 鉛 の 濃 度
が 0mM（ R1試 薬 A） 、 2mM（ R1試 薬 B） 、 4mM（ R1試 薬 C） 、 6mM（ R1試 薬 D） 、 8mM（ R1試 薬 E）
又 は 10mM（ R1試 薬 F） と 異 な る ６ 種 類 の 緩 衝 液 を 用 い た 。 以 下 に R1試 薬 Aの 組 成 を 示 す 。 な
お 、 R1試 薬 B～ Fは 、 R1試 薬 Aに 、 そ れ ぞ れ 前 記 し た 濃 度 と な る よ う に 塩 化 亜 鉛 を 添 加 し た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 試 薬 組 成 （ R1試 薬 A）
　 　 ヘ ペ ス 緩 衝 液                                                     50mM
　 　 塩 化 ナ ト リ ウ ム                                                  100mM
　 　 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル （ 分 子 量 20000）                      2.3％ （ v/v）
　 　 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ポ リ オ キ シ プ ロ ピ レ ン ラ ウ リ ル エ ー テ ル     1.0％ （ v/v）
　 　 １ － チ オ グ リ セ ロ ー ル                                             40mM
　 　 EDTA・ 2Na                                                        1mM
　 　 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム                                     pHが 7.95に な る 量
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 R2試 薬 と し て は 、 以 下 の 組 成 の 緩 衝 液 を 用 い た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 試 薬 組 成 （ R2試 薬 ）
　 　 ヘ ペ ス 緩 衝 液                                                     25mM
　 　 塩 化 ナ ト リ ウ ム                                                  500mM
　 　 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム                                     pHが 7.95に な る 量
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま ず 、 検 体 15μ Lに 、 R1試 薬 250μ L加 え 、 5分 間 予 備 加 温 し た 。 そ の 後 、 そ の 混 合 液 に さ
ら に R2試 薬 50μ Lを 加 え た 。 な お 、 R1試 薬 及 び R2試 薬 に は 、 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又
は 抗 原 が 含 有 さ れ て お ら ず 、 こ れ ら 試 薬 と 検 体 と を 混 合 し て も 抗 原 抗 体 反 応 は 起 こ ら な い
。 ゆ え に 、 被 測 定 物 質 に 対 応 す る 抗 体 又 は 抗 原 を 含 有 し な い 免 疫 測 定 用 試 薬 を 用 い る こ と
に よ り 、 非 特 異 的 な 反 応 を 検 出 す る こ と が で き る 。 な お 、 測 定 は 、 R１ 試 薬 添 加 直 後 か ら R
2試 薬 添 加 後 5分 間 ま で の 計 10分 間 行 っ た 。 測 定 装 置 は 株 式 会 社 日 立 製 作 所 製 　 日 立 7170形
自 動 分 析 装 置 を 使 用 し 、 測 定 波 長 は 、 主 波 長 340nm、 副 波 長 700nmで あ り 、 37℃ で 測 定 を 実
施 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ は 塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 0mMの R1試 薬 Aを 、 図 ３ は 塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 2mMの R1試 薬 Bを 、 図
４ は 塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 4mMの R1試 薬 Cを 、 図 ５ は 塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 6mMの R1試 薬 Dを 、 図 ６ は
塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 8mMの R1試 薬 Eを 、 図 ７ は 塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 10mMの R1試 薬 Fを 用 い て 測 定
を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 し た も の で あ る 。 な お 、 日 立 7170形 自 動 分 析 装 置 は 、 10
分 間 を 0～ 34の ポ イ ン ト に 等 分 し て 、 各 ポ イ ン ト で 吸 光 度 を 測 定 す る 。 各 図 の 横 軸 は 測 定
ポ イ ン ト を 示 し 、 縦 軸 は 吸 光 度 を 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ２ で は 、 R1試 薬 を 添 加 し て か ら R2試 薬 を 添 加 す る ま で 、 及 び 、 R2試 薬 の 添 加 後 以 降 に
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お い て 、 時 間 経 過 に 伴 っ て 吸 光 度 が 上 昇 し て い る こ と が 確 認 さ れ た 。 こ の 吸 光 度 の 上 昇 は
、 抗 原 抗 体 反 応 以 外 の 反 応 、 つ ま り 非 特 異 的 な 反 応 に よ る も の で あ る 。 一 方 、 図 ３ ～ 図 ７
で は 、 R1試 薬 を 添 加 し て か ら R2試 薬 を 添 加 す る ま で 、 及 び 、 R2試 薬 の 添 加 後 以 降 に お い て
、 吸 光 度 の 上 昇 は 見 ら れ ず 、 時 間 経 過 に 伴 っ て 一 定 の 値 を 示 す こ と が 確 認 さ れ た 。 以 上 の
こ と か ら 、 免 疫 測 定 用 試 薬 に 塩 化 亜 鉛 を 添 加 す る こ と に よ り 、 非 特 異 的 な 反 応 が 抑 制 さ れ
る こ と が 分 か っ た 。 な お 、 検 体 と し て 用 い た 血 漿 中 に は 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン な ど の 凝 固 因
子 が 含 有 さ れ て い る 。 ゆ え に 、 免 疫 測 定 用 試 薬 に 塩 化 亜 鉛 を 添 加 す る こ と に よ り 、 フ ィ ブ
リ ノ ー ゲ ン な ど の 凝 固 因 子 に 起 因 す る 非 特 異 的 な 反 応 が 抑 制 さ れ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 10名 の 被 検 者 よ り 採 取 し た 各 血 液 a～ jか ら 調 製 し た 血 清 a～ j及 び 血 漿 a～ jを そ れ ぞ れ 検
体 と し て 用 い た 。 ま た 、 CRPを 被 測 定 物 質 と し て 、 各 検 体 に 含 ま れ る CRPを 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 免 疫 測 定 用 試 薬 は 、 R1試 薬 と R2試 薬 よ り 構 成 さ れ る 。 R1試 薬 と し て は 、 実 施 例 １ で 用 い
た R1試 薬 A（ 塩 化 亜 鉛  0Mm） 又 は 塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 5mMの R1試 薬 Gを 用 い た 。 な お 、 R1試 薬 G
は 、 R1試 薬 Aに 5mMの 塩 化 亜 鉛 を 含 有 さ せ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 R2試 薬 と し て は 、 CRP抗 体 を 含 む 以 下 の 組 成 の 試 薬 を 用 い た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 試 薬 組 成 （ R2試 薬 ）
　 　 ヘ ペ ス 緩 衝 液                                                     25mM
　 　 塩 化 ナ ト リ ウ ム                                                  500mM
　 　 抗 ヒ ト CRPヤ ギ 血 清                                           1.95mg/mL
　 　 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム                                     pHが 7.95に な る 量
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま ず 、 検 体 15μ Lに 、 R1試 薬 250μ L加 え 、 5分 間 予 備 加 温 し た 。 そ の 後 、 そ の 混 合 液 に さ
ら に R2試 薬 50μ Lを 加 え て 、 抗 原 抗 体 反 応 を 開 始 さ せ た 。 測 定 は 、 R１ 試 薬 添 加 直 後 か ら R2
試 薬 添 加 後 5分 間 ま で の 計 10分 間 行 い 、 そ の 測 定 結 果 に 基 づ い て CRPの 濃 度 を 求 め た 。 な お
、 測 定 装 置 は 株 式 会 社 日 立 製 作 所 製 　 日 立 7170形 自 動 分 析 装 置 を 使 用 し 、 測 定 波 長 は 、 主
波 長 340nm、 副 波 長 700nmで あ り 、 37℃ で 測 定 を 実 施 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ は 、 血 清 a～ j及 び 血 漿 a～ jを 検 体 と し 、 塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 0mMの R1試 薬 Aを 用 い て 測
定 を 行 い 、 得 ら れ た CRPの 濃 度 に つ い て 血 清 と 血 漿 の 相 関 を 示 し た 散 布 図 で あ る 。 図 ９ は
、 血 清 a～ j及 び 血 漿 a～ jを 検 体 と し 、 塩 化 亜 鉛 の 濃 度 が 5mMの R1試 薬 Gを 用 い て 測 定 を 行 い
、 得 ら れ た CRPの 濃 度 に つ い て 血 清 と 血 漿 の 相 関 を 示 し た 散 布 図 で あ る 。 図 ８ 及 び 図 ９ の
横 軸 は 血 清 検 体 を 測 定 し て 得 ら れ た CRPの 濃 度 （ mg/dL） を 示 し 、 縦 軸 は 血 漿 検 体 を 測 定 し
て 得 ら れ た CRPの 濃 度 （ mg/dL） を 示 し た 。 ま た 、 各 図 に は 、 血 清 検 体 を 測 定 し て 得 ら れ た
CRPの 濃 度 と 血 漿 検 体 を 測 定 し て 得 ら れ た CRPの 濃 度 の 相 関 の 程 度 を 示 す 相 関 係 数 （ R 2 ） を
示 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ８ と 図 ９ を 比 較 す る と 、 図 ９ の 方 が 図 ８ の 方 よ り も デ ー タ の ば ら つ き が 低 い こ と が 分
か る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 相 関 係 数 （ R 2 ） を 比 較 す る と 、 図 ９ の 方 が 図 ８ の 方 よ り も R 2 の 値
が 大 き い こ と が 分 か る 。 こ れ よ り 、 免 疫 測 定 用 試 薬 に 塩 化 亜 鉛 を 添 加 す る こ と に よ り 、 血
清 と 血 漿 の 相 関 性 が 向 上 す る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 図 １ ０ は 、 血 清 c及 び 血 漿 cを 検 体 と し 、 R1試 薬 Aを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸
光 度 の 変 化 を 示 し た も の で あ る 。 図 １ １ は 、 血 清 c及 び 血 漿 cを 検 体 と し 、 R1試 薬 Gを 用 い
て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 し た も の で あ る 。 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に お い て 、 横
軸 は 測 定 ポ イ ン ト を 示 し 、 縦 軸 は 吸 光 度 を 示 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 血 清 cと 血 漿 cは 、 同 一 被 検 者 か ら 得 ら れ た 血 清 及 び 血 漿 で あ る 。 図 １ ０ に お い て 、 R1試
薬 に 塩 化 亜 鉛 が 含 ま れ て い な い 場 合 で は 、 血 清 cの 吸 光 度 変 化 と 血 漿 cの 吸 光 度 変 化 が 大 き
く 異 な っ て い る 。 一 方 、 図 １ １ に お い て 、 R1試 薬 に 塩 化 亜 鉛 が 含 ま れ て い る 場 合 で は 、 血
清 cの 吸 光 度 変 化 と 血 漿 cの 吸 光 度 変 化 が ほ ぼ 一 致 し て い る 。 以 上 の こ と か ら 、 免 疫 測 定 用
試 薬 に 塩 化 亜 鉛 を 添 加 す る こ と に よ り 、 血 清 と 血 漿 と の 間 に 生 じ る 測 定 値 の 乖 離 を 解 消 す
る こ と が 可 能 で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 金 属 イ オ ン を 含 有 し な い 免 疫 測 定 用 試 薬 、 金 属 イ オ ン を 含 有 す る 免 疫 測 定 用 試 薬 の そ れ
ぞ れ と 、 ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 と を 混 合 し 、 沈 殿 物 の 生 成 の 有 無 を 検 証 し た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 金 属 イ オ ン を 含 有 し な い 免 疫 測 定 用 試 薬 と し て は 、 実 施 例 １ で 用 い た R1試 薬 Aを 用 い た
。 金 属 イ オ ン を 含 有 す る 免 疫 測 定 用 試 薬 と し て は 、 実 施 例 １ で 用 い た R1試 薬 F（ 塩 化 亜 鉛  
10mM） 、 実 施 例 ２ で 用 い た R1試 薬 G（ 塩 化 亜 鉛  5mM） 及 び 5mMの 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム を 含 む R1
試 薬 Hを 用 い た 。 そ し て 、 金 属 イ オ ン を 含 有 し な い 試 薬 を 用 い た 場 合 に 得 ら れ る 吸 光 度 と
金 属 イ オ ン を 含 有 す る 試 薬 を 用 い た 場 合 に 得 ら れ る 吸 光 度 を 比 較 す る こ と に よ っ て 、 沈 殿
物 が 生 成 さ れ た か 否 か を 確 認 し た 。 な お 、 R1試 薬 Hは 、 R1試 薬 Aに 5mMの 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム
を 含 有 さ せ た も の で あ る 。 ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 と し て は 、 株 式 会 社 日 立 製 作 所 製 の 自 動 分
析 装 置 で 洗 浄 液 と し て 用 い ら れ て い る ハ イ ア ル カ リ ‐ Dを 用 い た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 免 疫 測 定 用 試 薬 （ R1試 薬 A、 R1試 薬 F、 R1試 薬 G又 は R1試 薬 H） と ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 と を
１ ０ ： １ の 割 合 で 混 合 し 、 ２ ５ ℃ で 所 定 時 間 経 過 後 （ 1時 間 後 、 72時 間 後 又 は 1週 間 後 ） に
そ の 混 合 液 の 吸 光 度 （ 660nm） を 測 定 し た 。 測 定 結 果 を 表 １ に 示 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ １ 】
　 表 １ に お け る 各 数 値 は 、 R1試 薬 A（ 金 属 イ オ ン な し ） 、 R1試 薬 F（ Zn 2 +  10mM） 、 R1試 薬 G
（ Zn 2 +  5mM） 、 R1試 薬 H（ Mg 2 +  10mM） を そ れ ぞ れ 試 薬 と し て 用 い た 場 合 に 得 ら れ た 吸 光 度
（ 660nm） の 値 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 表 １ よ り 、 R1試 薬 Hの 場 合 、 1時 間 後 の 測 定 に よ り 得 ら れ た 吸 光 度 は 0.076で あ る 。 さ ら
に 、 こ の 吸 光 度 と R1試 薬 Aの 場 合 の 吸 光 度 を 比 較 す る と 、 明 ら か に R1試 薬 Hの 吸 光 度 の 方 が
高 い 。 こ れ よ り 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム を 含 有 す る 試 薬 と ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 を 混 合 す る と 沈
殿 物 が 生 成 さ れ る こ と が 分 か っ た 。 な お 、 R1試 薬 Hに つ い て 、 1時 間 後 の 測 定 に お い て 沈 殿
物 の 生 成 が 確 認 さ れ た た め ７ ２ 時 間 後 及 び １ 週 間 後 の 測 定 は 実 施 し な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 R1試 薬 Fの 場 合 の 吸 光 度 と R1試 薬 Aの 場 合 の 吸 光 度 を 比 較 す る と 、 1時 間 後 、 72時
間 後 、 1週 間 後 の い ず れ の 測 定 に お い て も 、 類 似 す る 結 果 と な っ た 。 ま た 、 R1試 薬 Gの 場 合
も 同 様 に 、 こ の 吸 光 度 と R1試 薬 Aの 場 合 の 吸 光 度 を 比 較 す る と 、 類 似 す る 結 果 と な っ た 。
以 上 の こ と か ら 、 塩 化 亜 鉛 を 含 有 す る 試 薬 と ア ル カ リ 性 の 洗 浄 液 を 混 合 し て も 沈 殿 物 は 生
成 さ れ な い こ と が 分 か っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 自 動 分 析 装 置 １ の 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に お い て 、 R1試 薬 Aを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に お い て 、 R1試 薬 Bを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ に お い て 、 R1試 薬 Cを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ に お い て 、 R1試 薬 Dを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 １ に お い て 、 R1試 薬 Eを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 １ に お い て 、 R1試 薬 Fを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ２ に お い て 、 R1試 薬 Aを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 血 清 と 血 漿 の 相 関 を 示
す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ２ に お い て 、 R1試 薬 Gを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 血 清 と 血 漿 の 相 関 を 示
す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ２ に お い て 、 R1試 薬 Aを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 ２ に お い て 、 R1試 薬 Gを 用 い て 測 定 を 行 っ た 場 合 の 吸 光 度 の 変 化 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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摘要(译)

本发明的目的是抑制由样品中待测物质以外的物质引起的非特异性反
应，并且即使在使用碱性清洗液的情况下，也能够防止自动分析仪的堵
塞。 提供一种用于测量待测物质的方法和用于免疫测定的试剂。 本发明
是一种用于测量被测物质的方法，该方法使用清洗液在自动分析仪中测
量包含在样品中的被测物质，该被测物质以及与该被测物质相对应的抗
体，该锌抗体存在。 可替代地，提供了一种用于测量待测物质的方法，
该方法包括：引起与抗原的抗原-抗体反应，并且基于由抗原-抗体反应引
起的浊度变化或散射光变化来测量待测物质。 还提供了一种用于自动分
析仪的免疫测定试剂，该试剂能够用清洗液进行清洗，该清洗液包含对
应于待测物质的抗体或抗原和锌离子。 [选择图]图11
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